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研究題目：国際衛星通信システムに関す研究、　　　　　　　　（3／6）撃
、

研究機関名園：KDD研究所

年・度

～平成4年度実績 平成5年度留縫 平成6年，度計画
予算額 ’

最　終　目　標 備　　　考
（千円）

事項

（1）移動衛星通信（航空、海事） （1）適応型無線イン三一フェー （1）非静止衛星通信システムに 衛星通信における各種伝搬特性
（2） における海面反射フェージング スに関する基礎検討 関する伝搬の検討 の解明や、伝搬特性推定法の確立

特性の解明と、その抑圧方式の （2）陸上移動衛星通信における を行うとともに、これらの成果を
電 開発 伝搬特性に関する検討 反映し拒無線伝送路の有効利用技

（2）アメダスデータの利用、降雨 術の開発を行う。

による伝搬特性推定法の確立
、

波 （3）IBS用干渉波抑圧装置の開
　発
iのシンチレーション等による伝

伝 搬特性の解明　　　　　　　　　　　　一

（5）干渉波抑圧、送信電力制御等
電波の有効伝送技術の開発

、

搬 （6）移動衛星通信用プエージング ρ

シミュレータの開発
　　　　　　　　　　　　　　●i7）アメダスデータ使用による
On－Board　Resource　Sharingの

開発
（8）インテリジェント通信装置に
関する検討　1　　　　　　ノ
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研究題目：国際衛星通信システムに関する研究 （4／6）
’

、

研究機関名等：KDD研究所

言　　／　　　　年度
～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

予算額 最　終　目　標 備　　　考
’

　　　　　　　（千円）

聖

（1）衛星搭載用帯域幅可変SAW （1）より苛酷な伝送条件下にお （1）インマルサット移動体衛星 衛星通信の高性能化と高能率化
（3） フィルタの開発 いて動作する低・中速度全デ 通信用小型地球局装置の開発 をめざして地球局装置の開発およ

（2）低C／Nで動作する低速ディ イジタル復調器の評価 （2）キャリア周波数オフセット び衛星内装置の諸技術の研究を行
衛 ジタル変復調器の開発 （2）C帯TVRO用干渉減抑圧 スペクトラム拡散多元接続用 う。

（3）連続復号型逐次復号誤り訂正 装置の検討 復調器の検討

星 正装置の簡単化と実用化 （3）キャリア周波数オフセット （3）適応等化受信ダイバシチ装

（5）重畳変調を用いた送信電力制 スペクトラム拡散多元接続用 置の評価

通 御装置の評価 復調器の試作
（6）相関値パターン検出法を用い （4）適応等化受信ダイバシチ装 →

信 たSAWユニークワード検出器
ﾌ試作

置の開発　　　　声

畢　　　　’

装 （7）苛酷な伝送条件下においても
動作する低・中速度全ディタ式

，　　　　置 ル復調器の試作
（8）直接再生を用いた衛星通信シ

し ステムに関する検討
ゴ

（9）VSATシステムにおけるセ
キュリティ方式の検討

！　　｝

（10）TDMA用干渉波低減装置
’の開発　　　　　　　玉
（11）℃帯TVRO用干渉波抑圧 ｝

｝

　装置の検討

i12）SS／FDMA方式用帯域 ㌔　　　、

幅可変SAWフィルタの開発 く

声
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研究題目：国際衛星通信シスデムに関する研究． （5／6）
、

研究機関名望：KDD研究所 、

鳳

、

　　　　年度

¥算額
～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

最　終　　目　標 備　　　考
　　　　　　　（千円）枕
?
@
♪

四

〆

　　　　　q（4）

f　　　　衛　　　　1

@　　　　星

@　・　　通

（1）TDMA／DSI方式の開発
i2）IBS用DA／TDMA方式
@の検討・開発
i3）Ku帯小型地球局衛星通信シ
@ステムの開発と特性評価
i4）SS／TDMA回線割当てプ
@ログラムの改良
i5）ディジタル衛星回線評価プロ
@グラムの高能率化
i6）畳み込み符号の構成と復号ア

て1）可搬型ディジタルSNG地
@球局の試作開発
i2）USATシステムにおける
@伝送方式の基礎検討
i3）キ串リア周波数オフセ・ソト

@スペクトラム拡散多元接続方
@式の検討
i4）ISDN対応VSATシス
@テムの開発
i5）衛星中継器伝送容量の予約

（1）ディジタルSNG伝送方式
@の検討
i2）ディジタルSNG試作シス
@テムの衛星実験による評価
i3）USATシステムの伝送方
@式に関する検討
i4）衛星通信によるATM伝送
@システムの検討
i5）キャリア周波数オフセット
@スペクトラム拡散多元接続方

　衛星通信回線を広帯域化、高能
ｦ化するための通信方式、および
ｴ小型地球局を用いて比較的低速
ﾌディジタル回線を提供する国際
rジネス衛星通信システム、また
ｻれに用いる各種通信方式の開発・研究を行う。

，

信 ルゴリズムの検討 割当制御手法の検討 式の検討

方
（7）通信／測位統合衛星シスデム

@の基本検討

（6）衛星中継器伝送容量の予約

@割当制御システムの利用方式

（8）キャリア割当てアルゴリズム の検討

式 の改良とその並列処理プロセッ
サの実装
（9）衛星内再生中継によるディジ
タルTV伝送に関する検討
（10）高能率通信方式評価機能の

イ ディジタル衛星回線評価プログ
ラムの開発

（ID　VSATシステムにおける
セキュリティ方式の検討
（12）ディジタルSNG伝送方式
の検討
（13）衛星内再生中継によるディ 、

ジタルTV伝送に関する検討

「
（14）SS／FDMA多ビーム衛
@星ネットワークの最適設計手 ’

法の確立
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研究題目：国際衛星通信システムに関する研究 （6／6）

研究機関名等：KDD研究所

年度 ！　～平成、4年度実績
平成5年度実績． 平成6年度計画

予算額 最　終　　目　標 備　　　　考
ρ

　　　　　　　（千円）

（1）ディジタル海事衛星通信用船 （1）衛星パーソナル通信システ （1）非静止衛衛星を用いた移動 顧客のニーズの多様に応え得る
ノ 舶地球局の開発 ムの検討 体衛星通信システムの検討 移動体衛星通信システムの実現を

《5） （2）実験用ディジタル移動衛星（ （2）衛星ページング方式の検討 （2）衛星パーソナル通信システ 図るため、非静止衛星を用いた衛
海事、航空）システムの衛星通 （3）衛星／陸上通信測位方式の ムの検討 星パーソナル通信システムを開発

移 信実験による評価 検討 （3）スペクトル拡散を用いた移 する。また、システムを実現する
動 （3）ディジタル海事衛星通信シス （4）移動体衛星通信に適した喬 動体衛星通信に関する検討 ために必要となる諸技術および装
体 テムに適した16Kbi七！s　APC刑しq 能率符号化変復調方式の開発 （4）陸上／衛星統合移動通信方 置面に係わる研究開発を行う。
衛 音声符号化方式の開発 式の検討 1

星 （4）航空衛星通信に適した9．6Kbi
通 七！sAPC一泊q音声コーデックの

㌧

信 開発 函

、

方 （5）ディジタル海事・航空衛星通 鞠

式 信システム（特にインマルサッ
ト標準B／M及び航空通信シス
テム）の実用化の技術検討
（6）GPS衛星を用いた測位方式
の開発
（7）衛星パーソナル通信の基本検

ノ 討
’

（8）移動体衛星通信用モデムの検
（9）衛星ページング方式の検討 ’

（10）衛星／陸上通信測位方式の
　検討　　　　’

ill）移動体衛星通信に適した伝
湖

送方式の検討（高能率符号化
「

変復調方式）

（12）スペクトル拡散を用いた移

@動体衛星通信に関する検討
’　　　　　　’
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研究項目：放送衛星に関する研究開発（1／4） 一

ρ

　　　　　　E､究機関名湯：日本放送協会
、

年度
く

～平成　4　年度実績 平成　5年度実績
　噌ｽ成　6　年度計画 最終目標 備　考

予算額
勉

～

　
　
、
　
（
千
円
）
’

事項 12，404，552 667，713 648，154

衛星放送方式の研究 （1）衛星放送基本システムの検討として、　　　　　　　　　　　　　　　’ （1）衛星放送システムとして （1）衛星放送システムとして、 衛星放送の持つ多くの機能を

・12GHz帯周波数計画の検討 ・21GHz帯の周波数有効利用につ ・21GHz帯の周波数有効利用につ 積極的に活用し、国民生活の向

・WARC－BSへの寄与 いて検討を行い、割り当てられ いてプランニング、偏波共用等 上等に役立てるため、経済性に

、 ・伝送方式の検討 た600冊z全体を各国が柔軟に使 の検討を進める。また、気象庁 優れ、信頼性力旧く、かっ長寿

，　等を行った。 照するプランニングの基礎検討 のデータを活用し、雨域等を考 命の放送衛星の実現に向けて研

、 を行った。 回した降雨減衰対策技術の検討 究開発を推進するとともに、将

（2）放送衛星に必要な要素技術として、 を進め、高サービス時間率を確保し 来の放送衛星システムの基本的
と

・姿勢系、熱制御系の研究 ・地上システムとの補完を考慮した2． たシステムの検討を行う。 な検討を行う。

・14GHz及び17GHzフィーダリンクの 6GHz帯の移動体向け衛星音声放

、　プラン化のための技術検討 送システムの検討を行った。 ・日本での衛星普及状況を考慮し

i た12GHz帯プラン見直しの検討

等を行った。 ・12GHz帯プラン見直しについて を行う。

基礎検討を行った。

（3）標準テレビの映像・音声伝送方式の ・2．6GHz帯については、　ETSW

開発および実験を行い、方式の策定に （2）衛星を利用した新放送方式と を使用した基礎伝送実験の準備

寄与した。また衛星テレビの有料方式 して を進める。

およびデータチャンネル伝送方式の研 ・BSでの1チャンネルを用いた統
！

　　　　　　　　　‘?J発を行い、技術基準の策定にも寄 合ディジタル放送（ISDB）にっ （2）衛星を利用した新放送方式と

！　　　i

与
し
た
。
「 いて、多重方式』符号化、変調 して、

‘

き

’方式等の検討を行った。 ・統合ディジタル放送（ISDB）につい

（4）実験用放送衛星（BS）により高精細　　　　　　　　　　　と

eレビジョン（以下ハイビジョンと呼 　　～E21GHz帯衛星放送ビットレート

て各周波数帯に適した伝送方式

ﾆMPEGとの整合性を持つ多重放
雪

ぶ）、静止画放送などg伝送実験を含 、帯域幅等の伝送方式について 送について検討する。

め、各種実験を行った。，、 、検討を進めた。また、COMETS

　　　　　　　　r
h　　　　　　　　　ひ

を利用した実験について検討を ・21GHz帯については（㎜TSを利

（5） 進めた。 卒した実験について関係機関と
曹

ノ ・21GHz帯の衛星の周波数プランニング ・BSおよびCSでのデータチャンネルを利用 協議し、実験項目等について検
ρ

の検討を行った。 した各種サービスの技術方式、 討を進める。

多重統合化等の検討を行い、BS

’ については電通湿生答串に寄与 ・衛星ハ化ジョン放送のデータチャンネルを利

駒

した。 回してハ化ジョンの高機能化のサービス

検討を行う。

動
欝

ゆジ 刈

覧

研究項目：放送衛星に関する研究開発（2／4）
「

し

研究機関名匠：日本放送協会．

年度 ト

　　　　　　言
¥算額
@　　　（千円）

～平成噂　年度実績 平 成 5 年 度 実 績 平 成 6 年 度 計 画 最 終 目 標 備 考

事項

（6）衛星を利用した新放送方式の研究とし

《

て、　　　　　　　　　　　　　　「・ディジタル衛星放送の伝送条件の実験

｝

・専用波音声P㎝放送の伝送実験
1 ・統合ディジタル放送のr環としてのPC

M音声方式の基礎実験
ケ

・データチャンネル多重の統合的利用方式の検討
讐

および基礎実験　　旦 、

「

等を行った。

ヤ

（7）ハイビジョンについて、珊SE方式、　MU

SE方式のデータチャンネ研云送方式および有料

方式を開発し、衛星伝送方式の国内規

格の作成に寄与した。またハイビジョ 」

ン柵SE方式による定時衛星実験放送を

行い、終了した。なお、引き続き定時

試験放送が行われている。

ノ
r 、

’

（8）21GHz帯衛星放送の伝送方法に関して　　　　　　　　　　　　「

@、技術的条件の検討を行った。
㌃ 「

r

圏

（9）通信衛星を利用した12．5GHz～12．75G
、

Hz帯衛星伝送方式（P㎝音声）の電通技

審答申に寄与した。 、

’

（10）
悔

・1．5～2．6GHz帯の移動体向け衛星音声
P

F　　　　　　ダ㌃

@　脅

放送システムの検討およびハードの実

ｻ性の検討などを行った。

レ

星

レ

馬

孕
’

5
’

’
’

’
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研究項目：放送衛星に関する研究開発（3／4）　　　　　　　　　　　’

o

研究機関名等：日本放送協会
b

年度
～平成　4　年度実績 平成　5年度実績 平成　6　年度計画 最終目標 備　考

予算額
（千円）

事項
N

電波伝搬の研究 　ラジオメータ観測および放送衛星波の測

閧ﾉより、12GHz、22GHz、42GRz帯の降

　これまでの検討結果を基礎にし

ﾄ、電波の有効利用に必要な伝搬

　電波の有効利用に必要な伝搬特

ｫの検討を引き続き進める。
‘

雨減衰と大気吸収特性の解析及びそれらの 特性の検討を進めた。
推定法の検討を進め、CCIRに寄与した。　　　　　　　　　　　　　’

　　　　監q星搭載機器の研究開発 放送衛星搭載用㎜、アンテナなどの研

?J発を行うとともに、その成果を実用お

（1）放射電力可変型21GHz帯放送

@衛星中継器の研究開発を行っ

（1）放射電力可変型21GHz帯放送

@衛星中継器の研究開発を行う

よび実験衛星の設計に反映した。 た。また2．5GHz帯ディジタル o

・12GHz　10㎝～20㎝のヘリックス回旋冊 音声放送用中継器の調査研究 また2．5GHz帯ディジタル音声

及び22GHz　20㎝結合空洞型㎜’並びに を行った。 放送用中継器の調査研究を行

各T冊電源の研究開発を行った。 A う。

・12GHz　20㎝及び22GHz　10㎝中継器の研 （2）高効率、小型軽量の伝導冷却

究開発を行った。 型21GHz　T冊の研究開発を行 （2）高効率、！」型軽四の伝導冷却

・12GHz鏡面修正型成形ビームアンテナ つた。

型
2
1
G
H
が
I
W
r
の
研
究
開
発
を
行
，

の研究開発を行った。 つ。

・楕円コルゲートホーンの解析と実験を （3）22GHz帯20㎝TWrAの開発に

行った。 ついて、宇宙通信基礎技術研 （3）22GHz帯20㎝TwrAの開発に

・低損失電力増幅器並びに12GHz　4㎝及 究所と共同研究を継続した。 ついて、宇宙通信基礎技術研

ぴ50WF田電力増幅器の研究開発を行っ 究所と共同研究を継続する。

ち （4）放射電力可変型21GHz帯放送

　　　　　卜E12dHz　4および8チャンネルの入力及 衛星搭載用空間合成アンテナ （4）放射電力可変型21GHz帯放送

ぴ出力マルチプレクサーめ研究開発、 の研究開発を行った。 衛星搭載用空間合成アンテナ

ならびに22GHzマルチプレクサーの研
の研究開発を行う。　　　　　　　　胃

一二を行った。 （5）高信頼、小型軽量のインテグ

ラルポールピース型伝導冷却

方式の12GHzTwrの研究開発を
ノ

行った。

F

燭 （6）12GBz帯の鏡面修整成形ピー

ムァンテナの開発を行った。
一

マ

⑱ ⑳

ノ

3
研究項目：放送衛星に関する研究開発（4／4） ’

研究機関沈思：日本放送協会

年度 一

予算額
～平成　4　年度実績 平成　5年度実績 平成　6年度計画 最終目標 備　考

　　　　　　　（千円）

枕?E　　　’ ｝

ノ
「

衛星放送受信装置及び地 （1）小型、高性能かっ｛邸鮒ヒを目指して12 （1）12GHz帯アクティブ平面アン （1）航空機搭載用BS移動受信装置

上施設の研究開発 GHz帯及び22GHz帯低雑音受信機を開 ゆテナの高性能化の研究を行っ の開発研究を継続して行う。
r

A

発し、12GHz帯受信：機については規格 た。

’ 統一と測定法の標準化を行った。また （2）ボー効励ジタルSNG装置の開発研

、・42GHz帯低雑音ダウンコンバーター （2）航空機搭載用BS移動受信装置 究を継続して行う。
の研究を行った。　　　　　　　　▼“ の研究開発を行った。

夏 （3）26GHz帯音声衛星放送用移動

（2）受信アンテナの高性能化をめざして （3）ポータブルディジタルSNG用 受信アンテナの研究を継続し

・測定法基準の策定 平面アンテナ、SSPA、　QPSK変 て行う。

・衛星電波を用いたアンテナ利得、G／T 復調器、小型送信機の研究を

測定装置の開発、実用化 行った。
「

・12GHz平面アンテナの効率改善と実用

化 （4）2．6GHz帯音声衛星放送用移動

彊　　　　　　　　　　　i 受信ア涜の研究を行った。
rI

A， （3）ビーム制御アンテナの研究開発を行い

、バス用及び小型乗用車用BS移動受信

装置を開発した。
昏

（4）i4GHz可搬型アップリンク用15㎝F肛
’

増幅器を開発した。　　　　．
r　　　　　　’

ゴ
（5）ポータブルディジタルSNGシステム及

「 びシステム実現のためのMSK変傷周器 、、

、・ ｽ面アンテナおよび小型送信機の研
，　　　　　F 究開発を行った。

』

秘

衛星運用技術の研究開発 衛星運用技術の調査、研究を行った。 衛星運用技術の調査、研究を行 衛星運用技術の調査、研究を継

「

つた。　　　　　　　， 回する。　　　　，
宅

≒

、

▼
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研究項目：通僧・放送衛星利用の推進
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1研究機関名等：通侶」放送機構
、↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　
　
　
　
　
　
年
　
度
、

、　　昭和54年～平成4年度実綾
　　　　　　　　　　1

ｽ成5年度実綬 平成6年度計画
～

予算額 最　終　目　標 備　　考
　　　　　　　（千円）

ド　　　190，629，441　　千円　　　　　　　　　　　　　　　　　置
0　　千円 ．　　0　　千円

1　衛星管制センターの整 衛星管制センター用地の取得、整備及び衛星 通信’衛星3号（CS－3a、3 通信衛星3号（CS－3a、 衛星管制センターの整備を行

備 管制センター局舎を昭和56年度に完成した。 b）、及び放送衛星3号（BS一 3b）、及び放送衛星3号（B い通信及び放送衛星の位置・姿
また通信衛星2号し（CS－2a、2b）及び放 3a、BS－3b）の運用業務を S－3a、BS－3b）の運用 三等を制御する。
送衛星2号（BS－2a、2b）の管制施設の 引き続き行った。 業務を引き続き行う。

整備をそれぞれ昭和57年度及び昭和58年度に完
亭

成した。通信衛星運用業務は昭和58年度から開
始し、昭和63年からは通信衛星3号（CS－3
a、3b）の運用業務を開始した。放送衛星運
用は昭和59年度から開始し、平成2年11月から
は放送衛星3号a（BS－3a）を又、．平成3

、 年10月からは放送衛星3号b（BS－3b）の
運用業務を開始した。通信及び放送衛星の2号

、 系から3号系への移行に伴う衛星管制センター
「

の整備は、昭和61年度に管制設備（Cバンド）
　　　　1o

の改修、昭和62年度に管制整備（Sバンド、測 h

距、測角設備、TT＆Cベースバンド設備等）
『　♪

の改修、昭和63年度にBS管制ソフトの開発、
’

平成元年度から3年度にかけてBS－3用管制
ピ

設備への改修を実施した。

2　通信衛星3号の打上げ 　通口衛星3号（C・S－3a、3b）の打上げ
�mTT等から受託し、その実施を宇宙開発事

　通信衛星3号（CS－3a、3
ajを引き続きユーザの利用に供

通信衛星3号（CS－3a、
Rb）を引き続きユーザの利用

通信衛星3号（CS－3a、
Rb）を他に委託して打上げ、

臼

業団へ委託した。

@CS－3aは昭和63年5月力・ら、CS－3b
した。 に供する。 同衛星を用いて無線局を開設す

骼ﾒに利用させる。
r 　　　　　　　　　　　　　　、ﾍ同63年12月からユーザの利用に供した。

二

3’ 咜莱q星3号の打上げ 放送衛星3号7（BS－3a、3b）の打上げ 放送衛星3ケ月BS－3a、3 放送衛星3号（BS－3a、 放送衛星3号（BS－3a、
をNHK等から受託し、昭和63年度から機構に b）を引き続きユーザの利用に供 3b）を引き続きユーザの利用 3b）を他に委託して打上げ、

対する産投出資分を含め、その実施を宇宙開発 した。 に供する。 同衛星を用いて無線局を開設す

事業団へ委託した。 1
る者に利用させる。　　　　　　　　　　　‘

BS－3aは平成2年11月から、BS－3b
一

は平成3年10月からユーザの利用に供した。
　　一　　　　　　　　5

@rp
，

⑱ ⑱
紗 づ

一　㈱

研究項目　： BS一βの開発及び衛星放送システムの研究（運用）

研究機関乙名　　： 日本衛星放送株式会社

、年度 　　　　　rｺ和60年度～平成4年度実績 ダ　　　　疋 平成7年度～10年度 ，

モ 平成　5　年度実績 平成　6年度計画予算客

@　1（千円）

60 61 62・63・元・2 3 4 7 8 ●　　●　　●　　■　　●　　■　　● 9 10 最終目標
事項 13，531，骨91267 0 21，000 12，000

り1　、
昭和60年働・ら

J始したBS一
平成4年度に引続き、広帯域中継 平成5年度に引続き、広帯域中継 平成6年度に引 BS－3を使用する

3の開発と同時
，

器を用いた伝送実験及び17GIIZ帯 器を用いた伝送実験及び17GHZ帯 続き、広帯域中 実用衛星放送システ
に当社も参画し f

て、基本設計、EMの開発試験 アップリンクの調査・研究を行な アップリンクの調査・研究を行な 継器を用いた伝 ムを開発する。

’ 、詳細設計、P
eMの認定試験

つた。 う。 送実験を行なう

5

、FMの受入れ
詞ｱ、射場試験へ

また、BS－3軌道上データの解 また、BS－3軌道上データの長 o

ご

、打上げに立会 析・評価を行なった。 期トレンドの解析・評価を行う。 また、引続き、㌧
y

い又、審査会に ’

参加した。
’

上記の解析・評価を行うにあたり
“ BS－3軌道上

、

2

衛星放送を行う

ﾗの地球局整備
、ソフトウエアの改修及び解析・ データの長期ト

r

「

について、調査
､究、システム

ぞ

、

評価用のパソコンを新たに整備す レンドの解析・

／　　　　， 検討、i整備を行 る。 評価を行う。
ト なうた。

‘

、 広帯域中継器を
用いた伝送実験 ノ

曳

を行なった。 騨

特記事項
@（参考）

OBS－3a打上げ（2年度） OBS－3N出荷前審査（PSR）

@　　　（3月）
OBS－3N　打上げ（6月） OBSAT－1a 打上げ（9年度） 備　考’

、

OBS－3b打上げ（3年度〉 OBSAT－1地球局の調査研究 OBSAT－1b 打上げ（10年度）
暫

｛ （10月～3月）
OBS－3N衛星調達契約（4年度） OBSAT－1衛星調達旧約 OBSAT－1／BS－3N用　17GHZ’帯

乳
炉

OBS－3N　言羊糸田薩疫言千・誰（FDR）　　　　　〈4年度）
τ

アップリンク設備の整備
（7～8年度） 馬

り

「

’　　　　　　卜

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ノ

@　　ノ
7

1　　　　つ
悼
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研究項 目　： 静止プラットフォーム型通信・放送衛星技術の研究開発

研究機関等名 ： 株式会社　宇宙通信基礎技術研究所

年度 ～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画 最　　終　　目　　標 備　　考

事項
予算額（千円）

2，211，903 467，305 199，874

大型アンテナ

ﾌ研究開発

・温度試験評価モデルを用いて、高温／
瘟ｷ時の変形量を評価した。・鏡面1／5スケールモデルおよび一次放

ﾋ器の試作を行った。　『

・6mφアンテナ鏡面スケールモデルq
�pいて、電気性能試験を行った。

E2mφアンテナ鏡面スケールモデル’2
ﾌ展開試験を行った（微小重力下）。

・直径30m級への大型化検討を行う。・大型展開アンテナの設計、製造、試験

O等に関する総合評価を行う。

・周波数再利用化を図った直径
R0皿級のマルチビーム大型展

Jアンテナに関する基礎弓術
ﾌ確立占

“竃ヘキサリンク

gラス型（六角

撃�軏{周期構
｢とする展開形

・2mφアンテナ鏡面スケールモデル●覧

ﾆ周波数再利用型一次放射器を組み合
墲ｹ、電気性能を確認した。・6mφアンテナ鏡面スケールモデル’2

�pい、展開機能試験を実施した。

’

〆

式）。2テトラス型（

O角柱を基本周
厓¥造とする展
J形式）

陸上移動体 、

｝

衛星通信
固体化電力増

搖墲ﾌ研究開

ｭ

・電気性能に関する基本設計を行い、第
@1次試作により設計の妥当性を確認し

ｽ。

E第2次試作では、高性能化と耐宇宙環

　　弓
E耐宇宙環境試験を含めた総合試験を行

｢、設計技術を確認した。

・連続動作試験を行う。・設計、製造、試験結果の総合評価を行

､。

・多チャンネルを共通増幅可能

ﾈ100W以上の固体化電力増三

Oの基礎伎術の確立
@（効率：40％以上）

G周波数はL帯
ﾆS帯の2種類

境化のための要素技術の試作を進め、

100W級総合増幅器．3を試作し、基本 L

性能を確認した。
、

il

~　リ　波

ミリ波送受信

@の研究開発

@　　　、

・第1次試作’4を行い、設計の妥当性を
m認した。・第2次試作では、送信機用TWTAの改良

�}ると共に、低雑音増幅器の高性能
ｻを達成した。・T曜の材料、構造の見直しを行い、高

�ｦ化を図った。　晶
E50GHz帯低雑音受信器を試作した。

・耐宇宙環境試験を含めた総合試験を行

｢、設計技術を確認した。

@　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　　　　　’

・連続動作試験を行う。・設計、製造、試験結果の総合評価を行

､。

@「

@　　　　甲

・40GHz帯3四TWTAの基礎
Z術の確立（効率：3脳以上）・50GH滞高感度受信機の基礎

Z術の確立（冠F：3d8以下）・ミリ波帯低位相雑音発振器の

賰b技術の確立

’4 T0GHz帯低雑

ｹ増幅器と40GH
ﾑTWTA
ｱれまでに開発
ｵた技術成果の一部はCOMETS計

謔ﾉ反映されて
｢る

パーソナル

q星通信
衛星三三機の
､究開発　　　　　‘

　　　　　　》E第1次試作’5を行い、基本的な機能・

ｫ能を確認したガ　　　　’
EアドレスゲートSWの小型化を図った。・回線接続制御についてはハードウェア

・回線制御系の品質評価試験を行った。。分波回路の小型化を図った。
・LSI化した分波回路の特性測定を行う。・回線制御の総合動作試験を行う。・衛星へ搭載する際の規模の推定を行う。 ・衛星内ベースバンド交換機

ﾌ基礎技術の確立
@（入出力規模：
@　3，000x3，000　ch．程度）

●5恍ｲ器、スイ
bチ回路等の機
¥性能の評価モ

fル
およびソフトウェアの試作を行った。

・一
�ｪ波回路ノ】・型化の検討を行った。

、

［

　　　向Q2GHz帯予衛星放送

22GHz帯送信
@の研究開発

@　’

・第1次試作により基本性能を確認し、

謔Q次試作では目標を見直し、TWTお
謔ﾑ電源部の一部を試作した。・回路、構造を見直したTWTの最終試作

�sい、効率改善を図った。

・TWTAの耐宇宙環境試験を含めた総
㍽詞ｱを行った。　　　　　　　　’

・連続動作試験を行う。・設計、製造、試験結果の総合評価を行

､。

・22GHz帯300W級TWTA
ﾌ基礎技術の確立
@（効率：40％以上）

これまでに開発
ｵた技術成果の一部はCOMETS計

謔ﾉ反映されて

｢る
戸 ・TWTAとしてのインタフェース確認試験

を行った。

禰 ⑳ ボ

！

／蟄 が
　

X 関係各機関における宇宙関連研究開発等の体制

量
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踊
、

科学技術庁

研究1開発局 企　画　課

総合研、究課

’ライラサイエンズ課

学宙’企画課

10名（0名）

12名（0名）

10名（0名）

8名（8名）

7名（7名）

　　　　　　　　　　　■
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　　　　コ｛宇宙開発課］15名（1’陶

　　　「

∫海洋．開』発『課 10名（0名）・

一319☆．
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　　　　　　航空宇宙技術研究所
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所

科
学
研
究
官

ノ

長

企画室

管理部

総括研究企画官

ブ

空気力学部

庶務課

会計課

動力課

工作諜

安全施設課

1

構造力学部

空気力学総括室

超高速空気力学研究室

稀薄流研究室

高エンタヲレピ流研究室

剥離流研究室

粘性流研究室

衝撃風洞研究室

極超音速風洞制御研究室

極超音速風洞計測研究室

超音速風洞制御研究室

超音速風洞計測研究室

1

3
2
2
3
3
2
3
3
2
6
3

構造力学総括室

空力弾性研究室

熱構造研究室

構造i助力学研究室

破壊力学研究室

n
δ
ド
0
6

熱流体力学部

、

亀

⑱

熱流体力学総括室

流体騒音研究室

反応流体研究室
数｛直熱流イ本瓦1F究室

伝熱研究室

⑭

●

蓼
ー鉢

／

！

》

数理解析部

1

副算研究室

データ処理研究室

数値シミュレータ研究室

応川解析研究室

並列処理研究室

Q
U
O
Q
4
0
0
0
り

空力性能部

機体部

計算諌

空力性能総括室

全機空力性能研究室

計算空力研究室

低速空力性能研究室

操縦而空力性能研究室

非定常空力研究室

空力試験法研究室

遷音速風洞制御研究室

遷音速風洞計測研究室

大型低速風洞制御研究室

大型低速風洞計測研究室

二次元風洞研究室

機体総括室

荷重研究室

実機強度研究室

／

複合材構造研究室 3

疲労研究室

衝繋研究室

損傷研究室

i
一321一
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人

、

原動機部

制御部

　一322一
原動機総括室

圧縮機研究室

タービン研究室

原動機空力研究室

燃焼器研究室

原動機材料構造研究室

原動機制御研究室

原動機性能研究室

1

制御総括室

制御研究室

計測研究室

機器研究室

飛行制御研究室

飛行シミュレーション研究室

人聞工学研究室

2
」
4
9
臼
4
0
U
4
F
D

飛行実験部

新型航空機研究グループ

禰

飛行実験総括室

飛行特性研究室

飛行試験研究室

飛行実験管理室

飛行計測研究室

飛行解析研究室

飛行諌　。

第1研究グループ（新型航空機研究グループの企画・調整及び施設、設備）

第2研究グループ（超高速航空機の総合性能の研究）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

第3研究グループ（超高速航空機の最適形状の研究）

第4研究グループ（超高速航空機の径路計画の研究）
～ 第5研究グループ（新形態航空機の総合性能の研究）

第6研究グループ（新形態航空機の最適形状の研究）　　　　　　　　・

第7研究グループ（パワード・リフト機の総合性能の研究）

A

第8研究グループ（II－IIロケット打上ゲ型有翼回収機（IIOPE）の研究計画）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監
謔X研究グループ（蜜力弾性制御システムの研究）

働

2

！

蟄

宇宙研究グループ

㌻
亡　　第10研究グループ（操縦システムの研究）
　　第11研究グループ（突風風洞による研究、試験）

1

第1研究グループ（宇宙研究グループの企画・調整及び施設、設備）

第2研究グループ（宇宙輸送システム）

第3研究グループ（宇宙舶システム）

第4研究グループ（有人サポートシステム）

第5研究グループ（ランデプ・ドッキングシステム）

第6研究グループ（宇宙エネルギーシステム）　　　　　　「

第7研究グループ（電気推進システム）　　　　　　　　・

第8研究グループ（太陽宇宙構造システム）

第9研究グループ（宇宙ライフサイエンス実験システム）

第10研究グループ（宇宙珊工学実験システム）

第i1研究グループ（宇宙潤滑システム）

第12研究グループ（宇宙船の姿勢制御システム）

第13研究グループ（宇宙システムの信頼性）

1
2
3
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2

特別研究官

1

角
田
宇
宙
推
進
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

ロケット推進研究部

管理課

技術業務課

1

1

ロケットエンジンシステム研究室

ロケット燃焼器研究室

ロケット流体機器研究室

ロケット高空性能研究室

推進薬研究室

2
7
0
1
↓
6
0

1
1

ラムジェット推進研究部

1

ラムジェット性能研究室

ラムジェット燃焼研究室

ラムジェット構造研究室

ラムジェット窒力研究室

・ラムジェット制御研究室

Q
）
F
D
q
り
9
白
り
白

434名（175名）
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凸
“
ゴ
三
三
茜
二
三
二
巴

①
三
三
三
巴
漁
鱒
§
三
三
潭
　
　
　
c
。

　
　
　
　
　
叫
瞬
…
三
三
薄
力
　
　
　
ω

　
　
　
　
　
鍔
　
　
　
類
　
り
刈
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刈
一
ω
菅
）

　
三
軸
〉
峠
三
三
三
三
三
三
三
三
罫

ノ斜嶋三
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漕

、

、
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》
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蒔
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男
×
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三
．
　
饗
荊
　
富
　
崖
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㌣
×
申
三
三

三
三
詳
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崖
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n
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ヨ
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申
1
で
則
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三
注
四
三
薙
三

浦
　
檬
　
路
　
魁
　
三

豊
　
路
　
ヨ
　
蓑
　
讐

憩
§
鑓
濤
射
ニ
ヨ
誉
三
三

嚇
ヨ
渦
三
野
、
、
マ
ー
三

唱
卦
×
申
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田
V
黛
、
▼
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（
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寓
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o
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《
7
野
、
、
ぐ
一
風

8
V
℃
マ
“
、
、
マ
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嵩
　
卜
　
盛
　
亀
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嚢

葱
遜
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藺
翁
ゆ
V
埼
一

冶
二
三
守
《
7
遷
置
旧
マ
樽
i

、
ツ
旧
知
三
三
ヨ

（
細
書
知
｛
斗
）

洋
書
翼
潟
§
鵠
黛
、
マ
ー
純

三
論
露
三
密
三
一
、
マ
ー
純
－

三
十
甦
豊
帯
盗
書

落
垢
甦
蓬
§
閣
、
、
マ
ー
純

誉
詞
碧
豊
膏
V
階
1

（
枡
讐
知
‡
）

㌣
×
翌
翌
欝
書
駆
激
三

田
膿
・
旧
臣
遷
激
書

出
馬
　
噂
　
趨
　
題

号
》
出
罷
職
蓮
ヨ

墾
田
歯
零
噂
望
温

課
葛
協
窓
下
琶
三

尊
欝
出
堺
略
璽
ヨ

嵩
　
鐸
回
議
　
喪

露
　
斜
　
織

洩
溝
鴨
即
詰
V
職
1

曲
叶
細
愚
計
泣
潟
麟
ヨ

ー噺論議

平成6年度末定貝 珊喪貝　614二名

役員　　7宝治
恥
部

画
務
理

詰
総
経
研 究　 業　 務　 部

施 設　　循：　」型　　音1～

開 通＆　　訂・j　　～f釜　　雪：三

フロンティア研究推進部

ライフサイエンス培獲生物部
　　厚
一　ライフサイエンス研究惰報室

安し全ζ醤1：甦［隻室

’

11名　（7名）宇宙放射線研究室

斡蓬沼田
・
ω室究研他のぞ

、

不りi：多巳をL曇…f十二」支イ’1サ音～

“巳子二十¢宰イ幾三三

研究グループ（3グループ）

ブく聖駆！方父均一＝シ片方色言3と’丁子石画窃f〔三」1E音1～

フロンティア研究システム

乏里イヒ窪石ノ：ラ’巳戸斤

’

ライフサイ土ンス筑波研究センター

r

、

相談役

参与

理事長

剛理事長

，
事
事

旧

臣と
」川。
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電1海洋科学技術切一　・　　’｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　務　　　部

　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　企　毒　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深　海　研　究　部

　　　　　　　　　　　　　　　　会　　，長　1名

　　　　　　　　　　　　　　　　理　事　長　1名　　　　　　　　　 深海開発技術部

　　　　　　　　　　　　　　　　理　　　　事　6回
忌　　　　　　　　　　　　　　　’（非働含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海洋観測研究部
　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　、監　　　　事　2名　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　（非常勤含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海域開発・利用研究部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一［亙＝郵

　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　’　　　　　　　！‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，情

　　　　　　　　　1　　　　　　　　趣　　　　　　　、
　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一　　　　　　　　　　叫』智一

婁
咤

　　26名

　　18名

　　13名

　　15名

　　14名（9名）

　　25名
　　　》

　　49名

　　　　　1名

　　報　　　室

・㊥

蟄　　　　　　　　　　　算

　管理部

　　　　　　　　　　　　技術開発課

桝料開発部

　　　　　　　　　　　　照射利用開発課

　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　環境・資源利用研究部

　　　　　　　　　　　　　放射線照射業務課

　　　　　　　　　　　　　利用計画課

　　　　　　　　　　　　　照射施設管理課

　　　　　　　　　　　　イオン加速器管理課

　　～、

・　　職員合計　165名

　　　　　　　●

4名

　　　　　　　　　へ

ト

所掌研力子原本日

＼

［
．
冠
詞研崎嵩

撃

　　　放射線高度利
　　　用センター

　　　大阪支所

、1藁＿に＿＿＿。．＿・

723

33名（11名）

7名

23名（5名）

　4名

　6名

　8名．

　21名

1一ご1∵∵∴∴紘㌦∴｝幽一

く
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通信庶務課
通信運用課
有線通信課
無線通僧団
静岡県通信部

無線通信課

警察通信研究センター

局

警察大学校

旧

館

信

通

通

通信庶務課
通信運用課
有線通信課

有線通信課　1

部信通

関東管区警察局

沖縄県通信部

部信通

近畿管区警察局

九州管区警察局

、
、
〆

警察庁

、

ノ

、

働
3 〆

庁境

⑱
蟄

環

定員274名（3）国立環境研究所．32名定員（1）企画調整局地球環境部

地球環境研究グループ統括

衛星観測研究チーム

4名（3名）

過

企　　画　　課

し

環境保全対策課

三三協力室

r　　　研、究三三室

化学環境部長

）

計測技術研究室

3名（1名

四
所
長
－

所
　
　
長

5名（5名）

大気圏環境部長

3名（3名）

交通公害対策室

）

）

高層大気研究室

4名（1名

大気動態研究室

6名（1名

地球環境部長

一
局長

足員　66名

課三三

広域大気管理室

ノ

大気規制課

特種公害課

自動車公害課

（2）大気保全局

　　　局長一

ノ
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予算定員　300名（宇宙関連研究開発従事者　216名）

文部省宇宙科学研究所

評議員会

所　　　長

1名（1名）

運営協議員会

各種研究専門

委　員会

管 理’@　部

76名

（一P宙圏研究系1
14名（14名）

一太縣プラズマ研究系1

7名（7名）

研一
16名（16名）

共醜礎研究系1
7名、（7名）

究一 システム研究系1

23名（23回忌

宇宙輸送研究系

13名（13名）

系 宇宙擁研究系｝

14名（14名）

一宇宙探査工学研究系1

15名（15名）

し一衛星応用工学研究系i

13名ぐ13名）

技 一
丁
示 侶立口

29名（29名）

骨 貝 部

＼

39名（39名）

企画調整主幹1
（併）

対　外　協　力　室

4名（2名）

（一宇宙科学企画灘析センタヨ

6名（6名）

研一｡宇旧地利用研究セン三三

4名（4名）

究一三島宇宙空間観測所1

11名（6名）

三一
d陸大気球観測所i

2名（2名）

三一能代・ケ・卜門門

1名

）一臼田宇宙空間観測所1

5名（5名）

轡 ・≦恥

通商産業省における宇宙関連研究体制

1．機械情報産業局

　　局長一次長　　　　総務課

　　　　　　）

2．環境立地局

　　局長

宇宙産業三

三　10　課

9名（9名）

欝

5．工業技術院地質調査所

総務課

環境指導課 17名（2名）

他　6　課

3．資源エネルギー庁

　　長官一次長　　他1房2部

、

く

所長一次長 総務部

地殻物理部 解析技術課

地殻構造課

8名（2名）

9名（1名）

探査技術課 7名（1名）

国際協力室 国際地質課　4名（3名）

他　7　部

、6．工業技術院電子技術総合研究所

　　所長一次長

公益事業部

4．工業技術院機械技術研究所

計画課

発電三

三　8　三

所長一次長

35名（4名）

総務部

物理情報部 光工学課　マ名（1名）

計測制御課 7名（5名）

ハ◎イオメカニクス課 8名（1名）

他　2　課

ロボット工学部

←他　4　部

感覚制御課 6名（6名）

ハ9イ二三ホφティクス一生
　　　り
6名（6名）

他　1　課

総務部

光技術部 光電子シス泓研究室 13
他 3　室

極限技術部 宇宙技術研究室 11
他 3　室

エネルキ㌧基礎部 エネルキ㌧材料研究室

他　8　部 他　2　室

13名（13名）

11名（11名）
　　　　　＼

10名（10名）

（注）①［＝］・宇宙関連三目発に関連する部局

　　②［］・その他の部局

　　③　名L名）：三訂灘薦羅難治雑事者数）

他　2　課
ノ

一331一
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運寧慮1劣

　　　総総総総：策i局

局 長 状 長 政 賦 課

総合図工課

地域君　圃躁

運軸産業課

消費者一政課

環境。海洋課

国際企画課

11名（2名）

国際業務第一園

国際業務第二課

貨物流通企画課

貨物流通施策課

複合貨物流通課

情報管理部

観 光 部

⑯ （鞠

実璽　輸　省　航　空

夢
局

航空　局

氈@　　長
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　　　　　　　　　F

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

首席安全監察官

ﾀ全監察官

監　理　部　　　　　　　　飛行場部　　　　　　　　　　　　技　術　部 三三保安部　　　　　　　一

総，務　課 管　　理　　課 運　航’課 保安企画課　20名　（

航空企画調査室 地方空港管理室 首席機長路線資格審査官 航行視覚援助業務室

職員管理室
　　　　　　　　　　　咲
v　　画　　課　　　　　　1 機長路線資格審査官 管制情報処理システム室

埆　　整　　官 東京国際空港整備計画室　鉱 危険物回送対策官 システム開発評価セ〃一

ハイジャック
h止対策室

地域航空施設計画官 管　制　課’　　卜　　　蟹

航空機安全課
新東京国際空港謀 空域調整三幅室

レ　ジ　ヤ　一

q空指導室
首席航空機検査官

航空交通援管理センター三二室整備推進埆三三

国際航空課　　　・ 関西国際空港課
次席航空機検査官

運　用　課
’

航空交渉官 環境整備課　　　　．
航空機検査官

首席飛行検査官
匹

航空事菓採
首席整備審査官

周辺整備事業室 次席飛行検査官

貨物、黍務室 騒音防止技術室 飛行検査官

　旨　　　　」

f

監

経理補給課 乗　　員　　課
環境整備調整官 無　線　課

一　　管材補給管理室 航空従事者医学適性管理室
建　　設　　謀

r　　　　　　　市場7クセス推進室
首席航空従事者試験官

航空従事者試験官

1名）

く

婁

ノ

一333－

　　　1 ノ

1⊥．、



遥輸省

電子航法研究所

所長
　1名

　　　　　　　　一334一

合計　66．名（10名），

　研癌画官　専門官
　　　　1名　匡　1名
　総レ務　課．
　　　　8名
　電子航法開発部　亀

　　　13名　航空施設部．

　　　15名
　三子讐薯鰻

　衛星航法部　　　、ユ0名　（10名づ

　峯沼分室
　　　　3名

システム研究室　3名（3名）

電子装轟究室4名（4名）

搭二三研究室’2名（2名）

囎

海上保安庁水路部

水路部長

診

参事官

　謬

監　 理　 課

企　 画　 課

女王亘ヨ14名（7名）

　　　　　ロ
　　　　　　　51名（、6名）

第五管区海上保安本部、

81名（6名）

34名（16名）

・
「

沿岸調査課

航法測地課

水路通報課

海洋情報課

下里水路観測所 β名（6名）

一335一



恢　4　　馳　　　　｛’

一　　　　　　一336一

タ：℃　恐く　ノデ （宇宙三連従7」写照　12：名）

巨嘗 恥念　務　 音i～ 企　 ］回忌　経霜 気畜ξそ三三丁を隻建

　　12名（12；名）

次　 長

｝

⑭

気　 象　 ノヂ
　　雪ミ（，歪爽そ街』：7三一ヒンター

売，
ノ

「
く
玉

1名

総　 務　 部

　　　　　　｛
データ処理部

　㊥
　診　　　　　・
　　　予算定員228名（三三関連研究開発従事者　205名）

　　　　　　　11才8

　　　　　　　10名

　システム管理課　29名（29名）

　データ処理課29名（29名）

「互「44一）

　管　　　q1り　　　諜　 19二名（19名）

　方色　認鎚　菅　］哩　講ξ　15名（1541）

’［亜］18名（18名）

　伝送第二課16名（16名）

　期｛衛星通信所33名（334，1

　　　　　　　　　　　　　　　　！

「

22才1

122：名（122：名1）

情一報伝送部
8341（834君）

一337｝

’



曳
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タ℃　　衡《　　ノゴ雲　　　　　，

　　　　タ℃隷イリ「グ巳ノつ↑

79回忌　長

1名

四｛藍

｝㍗1～

12名

22名

予算定員180名（宇宙関連研究lll！発従事脅　25：名）

184ε

気　　イ戻　　ηr　多F巳　宿1～

20二名1（341）

第三三ηrグ三毛蔵

回｝　二三　　η干　多’ビ　｝等i∫

4名（3名）

第ニィ肝多P巳三蔵

18名（8二名）

641（6名）

第三石弓多’巳蛍～： 5名（2才r）

4勿…珊三訂：℃勢くη下ダ三岳盲～

18家r（3名）

第lz量目リチ多’巳蛋≦

第一一イ四点「三省亙

第二不ジr多儲欝萱

第三イ肝グ巳ヨ笠

第：四ηf三三野童

341（3才1）

三三ハ」隻℃傷ミィ肝多レ巳剖～ 15回

気傷ミそ侮雄　一回児洲1

システム研究部 15名（9名）

21名

？毎；　浴β　イ肝　　多望　　剖～

3名（3名）

341（1名）

341（3才1）

5ゴ宮警　（2ゴ1「」）

10名（2名）

ナ也：夏求イヒ奥ン今イリr多’巳｝刻～ 10名

四こニイリr多’ビ室 4：名（2名）

趨 働 「

議

垂β政省

郵政省 通信政策局 宇宙通信政策課 17名

・宇宙の研究、開発及び利用に係る電波の規律に関する政策の企画立案及び推進

・宇宙の研究、開発及び利用に係る電波の利用に関する研究及び調査のとりまとめ

・宇宙開発事業団に関すること

。通信・放送機構に関すること

宇宙通信調査室 7名

・宇宙の研究、開発及び利用に係る電波の規律に関する研究及び調査

・宇宙の研究、開発及び利用に係る電波の利用に関する研究及び調査

大臣官房 大臣官房企画課

情報通信企画室 30名（2名）

つ通信衛星3号による衛星通信システムの運用

セ

1

一339一
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隠家　政　 省　　　　
・

　通摺総合研究所 423名（152名）

所　長

次

心壷

総嚇ゴ部
u＝

企　画

賦
課
課
三
三

　
　
理
流

　
　
　
交

務
計
画
管
究

　
　
　
研

　
　
術

　
　
　
際

庶
会
企
図
国

部
　

部

総合通脚部
総合通悟網研究室
ﾊ　信　系　研　究　室

放送技術研究室
高速移動通信研究室

室
三
訂

究
三
三

学
研
研

片
理
式

処
処
方

旧
臣
信

勾
留
通

　繭　通

宇宙通信部

蹴磁波技術部

宇宙科学都

地球環境

　計測部

衛星通信研究室
ﾚ動体通信研究室
F宙技術研究室
q星間通信研究室

通信テ0バイス研究室

ミリ波技術研究室
�@技　術　研　究　室

鮪･環境研究室
電　磁　圏　研　究　室

F宙空間研究室
F宙計測研究室

電波計測研’究三
�@計　測　研　究　室㍗　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　♂

ﾂ境計測技術研究室
環境システム研究室

＠

5（　3）

7（　7）

10（10）
6（　6）

8（　8）

4（　2）

10（　7）
5（　4）

7（　5）

）
）
）

7
8
∩
d
4

（
「
（
（
7
5
4

標準計測部

苧 原子標準研究室
時空計測　研　究室

梛�Z術研究室
?@波　数　標　準　課

測　定　技　術　課

第一特別研究室　 2（　2）

第二特別研究室　 2（　2）

第三特別研究室
管 理

（
ノ
曳
（

5
』
4
2

　
　
1

課

3）

2）

4）

関東支所

関西支所

（関西先端

　研究セ

鹿島宇宙

通信センター

地球観測技術研究室

宇宙通信技術研究室

宇宙電波応用研究室

宇宙制御技術研究室

一

太　陽　研　究　室

F宙環境研究室
F宙天気予報課

8（　8）

12（12）
15（15）
7（　7）

平磯宇宙

環境センター

管　　理　　課
知覚機構研究室
知識処理研究室
知的機能研究室

超蹴導研究室
コヒーレンス技術研究室

電磁波分光研究室

生体物性研究室
生物情報研究室
ナノ機構研究室

6（　6）

6（　6）

10（10）

稚内電波観測所
犬吠三三観測所
山川高波観測所
沖縄電波観測所

5（　3）

2（　D
3（　2）

5ぐ3）

〆、鈎

建設省国土地理院
・論 麟

f　l

合計127名（61名）
＼

院長

1四

，　　ぱ

1名

測地部

82名（36名）

地殻調査部

37名（21名）

調査課

2

10名

観測課
16名、（16名）

地殻変動解析室

8名（3名）

地殻活動調査官

1名（1名）

研究官

，

1名

鹿野山測地観測所

S名（4名）

地震予知情報専門官

1名（1名）

計画課

16名

測地第一課

18名（6名）

測地第二課

27名（21名）

測地第三課

12名

測地技術開発室

7名（7名）

測地技術調整官

1名（1名）

一341一

r一一〇卿一〇一，⇔騨。卿一〇一一一■一曹一咀贋冒一一

コ　ル

1［＝＝コ
ほ　　　　　　モ

：

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
ほ

i［二＝］
…
：

…

1　（　　）
i　．　’

、　o

　　研究官

　　　1名（1名）
一曹一願一一一〇一一一●”一一●・・一〇一葡殉一一．一帰一一，．一一”齢。・● P

　　　　　　　　　　　　　宇宙研究勲連の部局i

　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　言
　　その他の部局　i

　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　…
　　宇宙研究開発関連の　　1
　　従事者数　　　i
　　　　　　　　　　l
　　　　　ヌ

「1



1囎二、1二ご翌翌ご
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、

ほ認∴♂ll癌滋∴二

、

、

6

喚
邑月、

方
匹3汀η肖汗1『一

事

’
・
ノ
く

⊥

隻
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　　　　　　　　　一342一

・・ ﾒ山際一．ぎ・寧欝マ・・漏斗鵡畷一…♂惣築論義高窓準一嚇四二誠賀號高高鴨瓢・四国解誓騨璽ご讐Σ難四一・…一∴・一町アで温田識瀦

、

～

一⊂　　一網　一 闇 一脚　　　　一　　　噸　　　騨　　　　　　　 “　　　　　　　　 『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

次長

㊥

審議官 総務課

消防課

予防課

危険物規制課

二才一弛」

　国際消防協力官

　違反処理指導官

　危険物判定指導官

10名（3名）
　　亀
　　　　　嘱

震災対策指導室

特殊災宙室

、

’

、

㍉

救急救助課

四一～　勢

，⑳

日本電信電話株式会社
，

　　　　　　　∠
　　　卜

取締役会
会　　　 三

社　　　長

｝

、

、

〆

／

r

麟

》

営　業　本　部

法人営業本部

　　　　　　　／　　1

サービス生産本部

研究開発本部・

ノ

　　　　　ウ
　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　’
　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

T　　　　7例　　　 　叩　一日　　へ一一　　　～一｝　　

曇

　　　量

「

　　一343一
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　　　　　　　一344一

衛星通信関連の研究体制

平成6年5月

KDD研究所

衛星通信グループ
次 長 移動通信グループ

網設計ソフトウェアグルーブ

、

く

、
次 長

L

担当役員 所 長

！

、

次 長
フ

帰

次 長

管　　理　　課研　　究
／　　　　　　　　　　」

働 働

人
9
0
7

　
1

衛星通｛訪式、衛星移動通信方式、

アンテナの研究

移動通｛訪式、伝搬の研究

通信ソフトウェアの研究

22人

日本放送協会

日本放送協会

技術局

曳

計　　画　　部

技術開発センター

放送技術研究所

施設業務部

「送信技術センター

ディジタル

放選方式研究部

技術関係部局

光・無線研究部

4

一345一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一346一
　　　　　通信・　放送機構　　（平成6年4月1日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総
　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　総　務　部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経

理事長

　　監事
　　　11

　　非常勤監事

　　　1

　本　　　社

ご君津衛星管制センター

経

鱈

長 理　事 （本社）

1 3

業 務
部
1

ノ

↓ 研究推進部

幽
ア

1

開発推進部

、

1

監事

ク

！

覧 君津衛星

管制センター 通信衛星部
1 1

50名（非常勤監事1名含む）

62名

　　　轡

放送衛星部
　　　1，

　
　
　
　
　
　
　
　
役
課
課
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役
三
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三
四
課

　
　
　
　
　
　
　
課
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三
三
三
三
企
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
発

総
三
三
三
業
技
調
研
調
開
開

部
　

部
　
　
部

1
　
　
　
　
ー
ム
　
　
　
　
　
一
瓦

務
　

理
　
　
務

部
－

進佳

部進
－

冠

付
忌

事
、
理
監
管

！

4
亀
　
6
◎
　
4
　
0
り

1
　
1
　
ー
ム
　

ー
ム

三
三
－
、
課
課

析
三
三
用

解
運
解
逮

画
制
画
制

計
管
三
管

部星
－

三

部
’
星
－

衛

働

や柴門掘∴滋魂1例概両ど隆

計112名

⑳、

社
長

旧本衛星放送㈱組織機構図（平成6年4月田畑

常
勤
役
員
会

「

　　　本社部門

経
営
改
革
委
員
会

営業事業本部

放送事業本部

鰍築刀

広報室
　　（3）

　　　　　企画部（2）
企画局　　　　　　　　，　　（3）　　　本社建設部’（1）

衛星調達室

　
　
　
　
ヘ
ノ

3
局
9

（
　
　
　
（

　
理
　
経

　
　
局
9
ム
（

テスシ

　
　
局
3
4
　
　
、

　
（
三三

　
　
局
1
4

ス
く

ぜサ客顧

一経理部（8）

システム十一システム部（9）

三三進部く6）－灘翻ll

　　　　謳

顧客欄（14トQ三子IB

）
　

）

」
唖
　

農
U

（
　

（

三
部
灘

ゆ（三業

営
営
　
　
営

め（三三企

ω
ω

営
営

）
）
）
）
）

7
－
2
4
」
曾
0
乙

（
（
（
（
（

諜
難

＝
一
三
四
五

第
三
第
三
第

四添田員錨務局

　　　　　　　　　！
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風要員：平成6年5月1日現在）

⑧
ω
①
ω
㈹
ω
㈹
ω
ω

ミ
E
τ

㈹
㈹
三
部

轡
、
、
成

三
三
三

三（部玖三組番

ω蘭三番

局成編

㈹

　
　
の

ゆ
ゆ
ー

ー
ー
部
の

三
部
業
（

一
　
二
三
べ

第
第
三
イ

｛鴨晩プ

……

恥
　
紛
　
の

（
　
　
　
　

（
　
　
　
　

（

三民
局三三
∞の

番組宣伝部（8）

第一力デュース部q6）

第二力デュース部（10）

広告放送営業部（3）

イベント部（2）

☆三三三三三三の部局・

☆宇宙関連研究開発従事者数

　　　　35名

　　　　　　　ノ

編成課（5）
編成実施課（3）
ハイビジョン課（3）兼務

考査課（D

番組宣伝課（7）



　株式会菰宇宙通信基礎技術研穽所

　取締役会一監査役　　　 ，

　　社長｝　運営委員会・　　　　　，

　　副社長．

　（平成6年3月31日現在）

　　　　　　　［

総　務　部

3名

総　務　課

経　理　課

名
名

1
⊥
　
つ
⊥

、研　究　本　部

　　　　14名

研究開発委員会

研究企画部

3名

匡亟璽璽］2名

匡亟藝璽］・名

研究開発部

lo名

｛璽］、

大型アンテナ研究グループ

固体化電力増幅器研究グループ

ミリ波送受信機研究グループ

衛星内交換機研究グループ

22GH＝帯送信機研究グループ
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